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KGIの変更について
•第７次総合計画のKGIは、R14時点で維持すべき出生数を75人
としている。
•しかしながら、現状の出生数はR５（1.1現在）に53人、R６
（1.1現在）に41人と低くなっており、８年後に75人まで上げ
ることは非常に難しいと考えている。
•そこで、最終目標の「R30に総人口概ね10,000人に達成する」
ためのKGIの数値を再検討する必要がある。
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３つの人口シミュレーション
積極：出生率が短期間で向上
着実：出生率が徐々に向上

変更案

考え方 主な仮定値 推計結果

①
現行社人研（将来人口）
※最新の社人研データに基づいた将来人口
シミュレーション

合計特殊出生率：1.3298（R２年）
→1.398（R32年）

R27年総人口：9‚078人
R32年総人口：7‚839人
※現在の将来人口シミュレーション

②
出生率積極＋社会移動社人研転出
超過半減（目標人口）
※最新の社人研データに基づいた、前期と
同じ考え方の目標人口シミュレーション

合計特殊出生率：R12年1.5達成、
R22年1.8達成（前期計画値）
転出超過数：半分

R27年総人口：10‚702人
R32年総人口：9‚700人
※現在の目標人口シミュレーション

③ 出生率着実＋社会移動社人研転出
超過半減

合計特殊出生率：R７年1.17（H30～
R４の平均値※厚労省より）、R32年
1.8達成
転出超過数：半分

R27年総人口：10‚401人
R32年総人口：9‚352人

変更前と同じ
考え方で算出
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３つの人口シミュレーション
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シミュレーション別の人口推移

考え方 R２ R７ R12 R14 R17 R22 R27 R30 R32

①現行社人研（将来人
口）

合計特殊出生
率 1.3298 1.340389 1.359581 － 1.362942 1.350852 1.377798 － 1.398127

総人口（人） 16,617 15,001 13,445 11,917 10,444 9,078 8,370 7,839

出生数 93 79 69 63 57 45 38 40

②出生率積極＋社会移
動社人研転出超過半減

（目標人口）

合計特殊出生
率 1.3 1.4 1.5 1.5 1.5 1.8 1.8 1.8 1.8

総人口（人） 16,617 15,374 14,130 12,906 11,763 10,702 10,189 9,700

出生数 61 84 83 78 73 78 73 66

③出生率着実＋社会移
動社人研転出超過半減

合計特殊出生
率 1.3298 1.17 1.3 1.35 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8

総人口（人） 16,617 15,365 14,031 12,757 11,529 10,401 9,981 9,352

出生数 61 67 67 65 63 59 58 59

KGI：R14出生数75人 目標：R30総人口概ね10,000人
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KGIは現実的か？
• KGIである「出生数R14に75人」は現実的か？
• ①(KGI 63人）はR30年に人口10,000を維持でき
ない。

• ②（KGI 78人）は合計特殊出生率はR12に1.5、
R22に1.8と急激な向上が必要。
※H30～R4の平均合計特殊出生率は1.17（厚生労働省より）

• ③（KGI 65人）が妥当だと考えられる。

事務局はKGI「R14で維持すべき出生
数65人」が良いと思う。
②と③のどちらが目標人口及びKGI  
（R14時点の出生数）に適しているか？

5


